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支持しない

支持する

非該当

無回答

2012年12月衆院選当選の方々の考えまとめ
朝日新聞社、毎日新聞社が2012衆院選前に立候補者へおこなったアンケートから
原発についての部分を抜き出し、当選者のみで集計を取るとこうなりました

原発再稼働

※小選挙区の当選者全300名と比例での復活当選者125名の合計425名分の集計です。
　比例のみで立候補して当選した55名は入っていません。

(朝日新聞)
定期検査で停止中の原子力発電所の
運転再開はやむを得ない

(毎日新聞)
原子力規制委員会は、
原発の再稼働に関する新たな安全基準を策定中です。
今後の原発再稼働について、
あなたの考えに近い方を選んでください。

賛成・どちらかといえば賛成

反対・どちらかといえば反対

どちらでもない

無回答・その他

188137
80

20 新基準を満たした原発は再稼働すべきだ

再稼働は認めず、廃炉とすべきだ

非該当・その他

無回答

原発ゼロ
(朝日新聞)
原発ゼロ

(毎日新聞)
2030年代の原発稼働ゼロを目指す
政府の目標について、
支持しますか、しませんか。

131

150
124
20

252127
2323

「2030年代より後も
  原発は電力源のひとつとして
  保つべきだ」
に近い・どちらかといえば近い

どちらでもない

無回答・その他

「電力に占める原発の比率を、
  2030年代までに
  0%にすべきだ」
に近い・どちらかといえば近い

ん？なぜこんなに結果が違うのでしょう？
質問が分かりにくい、候補者がいい加減に答えてるだけ、アンケート時期の違い、
あるいは「規制委員会の基準」に適合していれば、自分たちの責任じゃないから
再稼働許すよ、という意識の現れなのか？
いずれにせよ、毎日新聞の結果で見れば大半が再稼働容認ということです。

朝日新聞には答えたくなかったのかも。。。
これまた、毎日新聞の結果で見れば、今の国会では原発ゼロの方向性にはなりませんね。
そして、こう答えていた今の衆議院議員の任期はまだまだ続きます。

※）まだ野田政権時代のアンケート
　　なので「政府目標」でしたが、
　　今は白紙にされてます。

※）まだ野田政権時代のアンケート
　　なので「安全基準」ですが、
　　今は「規制基準」という名です。

ちょっと古い話ですが。。
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おかしいところをツッコミ続けるしかないのかもしれません。

2012年12月の衆議院選挙、2013年7月の参議院選挙という、
原発ゼロへ向けた強い意思表示ができたはずの機会を逃してしまった今、
どうしたものやら。。

例えば安倍首相の国会での答弁を並べるだけで、
ツッコミどころ満載！

出典）
＜アンケート結果＞
毎日新聞社　2012衆院選特集ページ
http://senkyo.mainichi.jp/46shu/
朝日新聞社　第46回総選挙特集ページ
http://www.asahi.com/senkyo/sousenkyo46/asahitodai/
＜予算委員会議事録＞
衆議院会議録議事情報
http://www.shugiin.go.jp/index.nsf/html/index_kaigiroku.htm
参議院会議録情報
http://www.sangiin.go.jp/japanese/joho1/kaigirok/kaigirok.htm

2013年4月16日衆議院予算委員会
　東京電力福島第一原子力発電所事故の原因究明については、国として
継続的に取り組むことが重要であると思います。
　これまでの政府や国会の事故調査委員会の調査に加えて、そこで引
き続き検証が必要とされた点を含め、原子力規制委員会において、技
術的な観点から原因究明にしっかりと取り組んでいくことになります。
　その中で、現地調査については、放射線量が非常に高い状況も踏まえ
て、有効な調査方法を検討し、条件が整い次第、実施されることにな
ると認識をしております。
　一方で新規制基準の策定については、原子力規制委員会において、
各種の事故調査でこれまでに明らかにされた情報を踏まえて、海外の
規制基準も確認しながら、世界最高レベルの安全水準の基準となるよ
うに取り組んでいく考えであります。

　一昨年のあの東京電力福島第一原子力発電所の過酷事故の反省とし
て、まずこの安全、絶対安全というものはないんだということであり
ます。

2013年5月13日参議院予算委員会

　もちろんこれは原子力規制委員会において、専門家の知見において
高い安全基準に照らして安全だということになれば、それを尊重し再
稼働を進めていきたいと、このように考えております。

2013年5月15日参議院予算委員会

要するに、
▼福島第一原発の事故原因はまだ有効な調査方法を検討する段階ですが、
　これまでに明らかになった情報から世界最高レベルの安全水準の基準をつくります。
▼この事故で、「絶対安全というものはないんだ」ということを学びました。
▼世界最高レベルの安全水準に合っていれば「安全」なのでどんどん再稼働させます。
ということでしょうか。
『支離滅裂』という言葉がぴったり。
ツッコミを入れるどころか、絶望感が漂ってきました。
どうしたものやら。。。
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